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は
じ
め
に

　
二
〇
一
九
年
一
一
月
二
日
か
ら
二
四
日
ま
で
立
教
大
学
招
へ
い
研

究
員
（
受
入
教
員
：
浦
野
聡
）
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
上
級
研
究
員
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士

と
、
一
三
日
か
ら
二
四
日
ま
で
科
研
費
海
外
研
究
協
力
者
（
受
入
教

員
：
小
澤
実
）
と
し
て
、
同
研
究
員
（
現
在
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
研
究
員
）
の
エ
カ
テ
リ
ー
ニ
・
ミ
ツ
ィ
ウ
博
士
の
夫

妻
が
招
聘
さ
れ
た
。
両
博
士
は
い
ず
れ
も
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
を
専
門
と

し
、
現
在
は
精
力
的
に
ウ
ィ
ー
ン
を
拠
点
と
し
て
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル

ヒ
ス
ト
リ
ー
を
推
進
し
て
い
る
。一
ヶ
月
に
満
た
な
い
滞
在
期
間
中
、

プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
東
京
・
札
幌
・
大
阪
で
合
計
六
回

の
報
告
を
、
ミ
ツ
ィ
ウ
博
士
は
東
京
と
大
阪
で
二
回
の
報
告
を
行
っ

た
。
今
後
両
博
士
の
研
究
を
直
接
紹
介
す
る
機
会
も
あ
る
か
と
思
わ

れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
特
集
の
性
質
に
鑑
み
、
彼
ら
と
り
わ
け
プ
ラ

イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
が
進
め
る
ウ
ィ
ー
ン
発
の
中
世
グ
ロ
ー
バ

ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
研
究
概
要
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
小
澤
が
全
体

の
梗
概
を
、
諫
早
が
一
一
月
五
日
の
東
京
講
演
と
一
一
日
の
札
幌
講

演
に
つ
い
て
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
る
。

　
報
告
三

　
ウ
ィ
ー
ン
発
の
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
：

　
　
　
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
連
続
講
演
会

小
　
澤
　
　
実
・
諫
　
早
　
庸
　
一
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史
苑
（
第
八
〇
巻
第
二
号
）

一
　
両
博
士
の
研
究
経
歴

　
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
一
九
七
七
年
に
下
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ツ
ヴ
ェ
ッ
ト
ル
に
生
ま
れ
る
。
二
〇
〇
六
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学

の
オ
ッ
ト
ー
・
ク
レ
ス
テ
ン
と
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ザ
イ
プ
ト
両
教
授
の

も
と
で
、
パ
レ
オ
ロ
ゴ
ス
期
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
大
主

教
管
区
の
総
大
主
教
並
び
に
主
教
の
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ー
研
究

で
博
士
号
を
取
得
し
、
現
在
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

の
ビ
ザ
ン
ツ
研
究
部
門
で
上
級
研
究
員
を
つ
と
め
る
。
専
門
は
ビ

ザ
ン
ツ
帝
国
史
だ
が
、
と
り
わ
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
と
の
出
会

い
か
ら
デ
ィ
ジ
タ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
利
用
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
研
究
に
足
を
踏
み
入
れ
、
現
在
は
環
境
史
の
観
点
か
ら
独

自
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
を
進
め
て
い
る
。
膨
大
な
数

の
編
著
と
論
文
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
主
要
著
作
と
し
て
『
後

期
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
主
教
座
制
度
』（D

er E
piskopat im

 späten 
B

yzanz. E
in Verzeichnis der M

etropoliten und B
ischöfe 

des Patriarchats von K
onstantinopel in der Zeit von 

1204 bis 1453 , Saarbrücken, 2008

）
な
ら
び
に
『
ロ
ー
マ

と
カ
ー
ル
大
帝
の
彼
方
』（Jenseits von R

om
 und K

arl dem
 

G
roßen. Aspekte der globalen Verflechtung in der langen 

Spätantike, 300-800 n , W
ien, 2018

）
が
あ
る
（
１
）
。
現
在
は
中
世

環
境
史
の
単
著
を
準
備
中
と
聞
い
て
い
る
。

　
エ
カ
テ
リ
ー
ニ
・
ミ
ツ
ィ
ウ
博
士
は
一
九
七
三
年
ギ
リ
シ
ア
共
和

国
の
ヨ
ア
ニ
ナ
で
生
ま
れ
る
。
ヨ
ア
ニ
ナ
大
学
で
学
士
号
を
取
得
し

た
の
ち
、
二
〇
〇
八
年
に
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
コ
ー
ダ
ー

博
士
と
オ
ッ
ト
ー
・
ク
レ
ス
テ
ン
両
博
士
の
も
と
で
、
ニ
カ
イ
ア
帝

国
に
お
け
る
経
済
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
関
係
の
研
究
で
博
士
号
を
取

得
し
た
。
現
在
は
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
員
を

つ
と
め
る
。
専
門
は
、
当
初
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
社
会
経
済
史

や
女
子
修
道
制
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
夫
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ

ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
と
と
も
に
環
境
史
の
共
同
研
究
が
多
い
。
ま
た
、

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
は
ビ
ザ
ン
ツ
法
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
し
て

い
る
。
彼
女
も
や
は
り
膨
大
な
数
の
論
文
を
刊
行
し
て
お
り
、
主

要
編
著
と
し
て
『
皇
帝
ジ
ギ
ス
ム
ン
ト
と
正
教
世
界
』（E

m
peror 

Sigism
und and the O

rthodox W
orld , W

ien, 2010

）
や
『
中

世
東
地
中
海
の
女
性
と
修
道
制
』（W

om
en and M

onasticism
 

in the M
edieval E

astern M
editerranean: D

ecoding a 
C

ultural M
ap , Athens, 2019

）
な
ど
が
あ
る
。
現
在
は
ビ
ザ

ン
ツ
帝
国
に
お
け
る
女
子
修
道
院
の
単
著
を
準
備
中
で
あ
る
。

二
　
両
博
士
の
来
日
講
演
記
録

　
必
ず
し
も
長
期
と
は
言
え
な
い
滞
日
中
、
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ

ラ
ー
博
士
は
六
回
の
、
ミ
ツ
ィ
ウ
博
士
は
二
回
の
報
告
と
い
う
ハ
ー
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ウ
ィ
ー
ン
発
の
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
小
澤
・
諫
早
）

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博

士
は
、
立
教
大
学
、
北
海
道
大
学
、
大
阪
市
立
大
学
、
大
阪
大
学
で
、

ミ
ツ
ィ
ウ
博
士
は
立
教
大
学
と
大
阪
市
立
大
学
と
い
う
地
理
的
に
も

広
範
囲
に
至
る
研
究
機
関
で
の
報
告
で
あ
っ
た
。
こ
の
回
の
報
告
で

コ
ア
と
な
る
の
は
、
立
教
大
学
で
行
わ
れ
た
連
続
講
演
「
環
境
か
ら

見
た
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
の

帝
国
」
で
あ
る
。
前
者
は
博
士
が
近
年
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
環
境

史
デ
ー
タ
を
用
い
た
中
世
世
界
の
動
態
の
見
直
し
で
あ
り
、
後
者
は

他
地
域
そ
れ
も
ウ
ィ
ー
ン
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
関
係
上
十
分
な
議
論
を

積
み
重
ね
る
こ
と
の
で
き
な
い
ユ
ー
ラ
シ
ア
他
地
域
の
専
門
家
と
の

比
較
史
の
試
み
で
あ
っ
た
。

　
以
下
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
略
述
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）

一
一
月
五
日
（
火
）
＠
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

公
開
講
演
会
「
環
境
か
ら
み
た
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
１
」

報
告
者
：
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー

「
一
四
世
紀
の
「
大
移
行
」
と
「
小
氷
期
」
―
―
西
欧
を
超
え
た
比

較
視
点
―
―
」（The “G

reat Transition” and the “Little 
Ice A

ge” – a com
parative perspective on the 14th 

century CE beyond W
estern Europe

）

コ
メ
ン
ト
：
諫
早
庸
一
（
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
）

司
会
：
小
澤
実

主
催
：
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科

（
２
）

一
一
月
一
一
日
（
月
）

　
　
　
　
　
＠
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

報
告
者
：
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー

「
よ
り
広
い
世
界
の
な
か
の
新
た
な
ロ
ー
マ
―
―
一
四
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
と

ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
と
の
間
の
相
互
連
環
と
遠
隔
相
関
―

―
」（N

ew
 Rom

e in a larger w
orld – Entanglem

ents 
and teleconnections betw

een B
yzantium

 and the 
Slavic-Eurasian w

orld of the 14th century CE

）

司
会
：
諫
早
庸
一

主
催
：
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

（
３
）

一
一
月
一
五
日
（
金
）
＠
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

公
開
講
演
会
「
環
境
か
ら
み
た
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
２
」

報
告
者
：
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー

「
火
山
、
疫
病
、
サ
ク
ラ
：
初
期
中
世
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア

世
界
の
絡
み
あ
う
エ
コ
ロ
ジ
ー
」（Volcanoes, plagues 



－  116  －－  117  －

史
苑
（
第
八
〇
巻
第
二
号
）

and cherry blossom
s. E

ntangled ecologies of early 
m

edieval Afro-Eurasia, 500-900 CE

）

コ
メ
ン
ト
：
津
田
拓
郎
（
北
海
道
教
育
大
学
）

司
会
：
小
澤
実

主
催
：
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科

（
４
）

一
一
月
一
六
日
（
土
）
＠
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

報
告
者
：
エ
カ
テ
リ
ー
ニ
・
ミ
ツ
ィ
ウ

「
ビ
ザ
ン
ツ
世
界
に
お
け
る
修
道
院
、
船
舶
、
島
嶼
：“
聖
な
ら
ざ
る
”

も
つ
れ
合
い
の
歴
史
」（M

onasteries, ships and islands in 
Byzantium

: a history of an “unholy”entanglem
ent

）

コ
メ
ン
ト
：
村
田
光
司（
名
古
屋
大
学
）・
赤
江
雄
一（
慶
應
義
塾
大
学
）

司
会
：
小
澤
実

主
催
：
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
　

共
催
：
科
研
費
基
盤
Ａ
「
前
近
代
海
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
構
築
：

河
川
・
島
嶼
・
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
政
治
権
力
の
生
成

と
展
開
」（
研
究
課
題19H

00546

）; 

修
道
会
史
研
究
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

（
５
）

一
一
月
一
七
日
（
日
）
＠
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

西
洋
史
研
究
会
大
会
共
通
論
題
「
中
世
の
帝
国
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

諸
相
」（M

edieval E
m

pires and their N
etw

orks

）

導
入
：
有
光
秀
行
（
東
北
大
学
）

報
告
者
１
：
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー

「
危
機
に
あ
る
帝
国
形
成
：
一
一
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ン

テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
」

（Im
perial form

ations in crisis: B
yzantium

 and the 
H

oly Rom
an Em

pire in a global context of the 11th 
century

）

報
告
者
２
：
小
澤
実

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
世
界
に
お
け

る
海
上
「
帝
国
」
の
形
成
：
交
易
中
心
地
、
船
舶
、
イ
ェ
リ

ン
グ
王
権
」（M

aking of a m
aritim

e “Em
pire” in the 

netw
orking Scandinavian W

orld: trading centres, 
ships, and the D

anish Jelling dynasty

）

報
告
者
３
：
古
松
崇
志
（
京
都
大
学
）

「
一
一
世
紀
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
に
お
け
る
多
国
体
制
と
帝
国
」

（E
m

pire and m
ultilateral system

 of eastern 
Eurasia in the 11th century

）

コ
メ
ン
ト
：
高
田
良
太
（
駒
澤
大
学
）・
四
日
市
康
博
（
立
教
大
学
）

司
会
：
有
光
秀
行
（
東
北
大
学
）・
鈴
木
道
也
（
東
洋
大
学
）

主
催
：
西
洋
史
研
究
会
　
共
催
：
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
・
科
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ウ
ィ
ー
ン
発
の
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
小
澤
・
諫
早
）

研
費
基
盤
研
究
Ａ
「
前
近
代
海
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
構
築
：

河
川
・
島
嶼
・
海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
政
治
権
力
の
生
成

と
展
開
」（
研
究
課
題19H

00546

）

（
６
）

一
一
月
一
九
日
（
火
）
＠
大
阪
市
立
大
学
杉
本
キ
ャ
ン
パ
ス

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
世
界
史
に
お
け
る
東
地
中
海
」（W

orkshop: 
The Eastern M

editerranean in the W
orld H

istory

）

報
告
者
１
：
エ
カ
テ
リ
ー
ニ
・
ミ
ツ
ィ
ウ

「
亡
命
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
：
い
わ
ゆ
る
ニ
カ
イ
ア
帝
国
に
お
け

る
帝
国
的
空
間
、
一
二
〇
四-

一
二
六
一
年
」（Byzantine 

courts in exile: im
perial spaces in the so-called 

Em
pire of N

icaea, 1204-1261 CE

）

報
告
者
２
：
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー

「
宮
廷
を
給
養
す
る
：
初
期
中
世
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
に
お

け
る
都
市
メ
タ
ボ
リ
ズ
ム
と
大
規
模
帝
国
セ
ン
タ
ー
の
比
較
」

（Feeding palaces: urban m
etabolism

s and large-
scale im

perial centres across early m
edieval A

fro-
Eurasia in com

parison

）

報
告
者
３
：
片
倉
綾
那
（
大
阪
市
立
大
学
）

「
一
二
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
宮
廷
に
お
け
る
皇
女
の
政
治
的
役
割
」

（The political role of K
om

nenian princesses at the 

Byzantine court in the tw
elfth century

）

司
会
：
北
村
昌
史
（
大
阪
市
立
大
学
）・
草
生
久
嗣
（
大
阪
市
立
大
学
）

主
催
：
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
地

中
海
世
界
の
歴
史
的
展
開
を
、
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま

で
通
時
的
に
再
検
討
す
る
」　
共
催
：
科
研
費
基
盤
研
究
Ａ

「
前
近
代
海
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
構
築
：
河
川
・
島
嶼
・
海

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
政
治
権
力
の
生
成
と
展
開
」（
研
究
課

題19H
00546

）

	（
７
）

一
一
月
二
二
日
（
金
）
＠
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス

第
八
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー

報
告
者
：
ヨ
ハ
ネ
ス
・
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー

「
帝
国
、
崩
壊
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
：「
長
い
古
代
末
期
」（
四-

一
一
世

紀
）
を
通
じ
て
の
比
較
視
野
」（Em

pire, Collapse and 
E

cology. A
 com

parative view
 across A

fro-E
urasia 

during “Long Late A
ntiquity” (4th-11th century 

CE)

）

司
会
：
早
川
尚
志
（
大
阪
大
学
）

主
催
：
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
　
共
催
：
科
研
費
基
盤
研
究

Ａ
「
前
近
代
海
域
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
構
築
：
河
川
・
島
嶼
・

海
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
政
治
権
力
の
生
成
と
展
開
」（
研
究
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課
題19H

00546

）

　
両
者
の
講
演
の
う
ち
、
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
の
報
告

は
、
極
め
て
特
徴
的
な
プ
ロ
ト
コ
ル
備
え
て
い
た
の
で
記
し
て
お

く
。
博
士
は
、
報
告
に
先
立
っ
て
、
膨
大
な
分
量
の
資
料
を
配
布
す

る
。
そ
の
資
料
は
、
要
点
と
参
考
文
献
を
記
し
た
レ
ジ
ュ
メ
、
当
日

使
用
す
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
デ
ー
タ
、
報
告
内
容
に
関
連
す
る
既

刊
論
考
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
レ
ジ
ュ
メ
を
読
ん
で

お
け
ば
博
士
の
報
告
内
容
の
概
要
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
重
要

な
の
は
パ
ワ
ポ
デ
ー
タ
と
添
付
論
考
で
あ
る
。
博
士
は
一
時
間
程
度

の
講
演
で
、
百
枚
前
後
の
ス
ラ
イ
ド
を
矢
継
ぎ
早
に
映
し
出
し
な
が

ら
口
頭
報
告
を
行
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
る
。
し
た
が
っ
て
一
枚

の
ス
ラ
イ
ド
に
か
け
る
時
間
は
数
十
秒
で
あ
る
が
、
そ
の
ス
ラ
イ
ド

は
、
地
図
、
グ
ラ
フ
、
史
料
引
用
な
ど
が
細
部
に
至
る
ま
で
書
き
込

ま
れ
た
情
報
密
度
の
高
い
内
容
を
持
っ
て
お
り
、
手
元
に
置
い
て
再

三
再
四
目
を
落
と
さ
な
け
れ
ば
と
て
も
で
は
な
い
が
理
解
が
お
ぼ
つ

か
な
い
。
添
付
さ
れ
る
論
考
は
、
報
告
を
聞
く
前
に
目
を
通
し
て
お

け
ば
格
段
に
報
告
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
。
私
が
博
士
の
所
属
す

る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で
報
告
し
た
際
も
事
前
に
報
告

原
稿
と
関
連
論
文
の
提
出
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の
報
告

プ
ロ
ト
コ
ル
は
、
単
な
る
経
過
途
上
報
告
や
ア
イ
デ
ィ
ア
提
示
で
は

な
く
、
前
提
知
識
を
踏
ま
え
た
参
加
者
と
の
議
論
を
通
じ
て
研
究
内

容
を
進
展
さ
せ
よ
う
と
の
態
度
が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。

　
な
お
博
士
は
講
演
で
用
い
た
パ
ワ
ポ
デ
ー
タ
は
作
成
直
後
に

Academ
ia.edu

に
ア
ッ
プ
し
、
研
究
報
告
内
容
を
共
有
す
る

姿
勢
を
徹
底
し
て
い
る
（
２
）
。
サ
イ
ト
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
、

Academ
ia.edu

に
登
録
し
て
い
る
全
世
界
の
中
世
学
者
の
な
か
で

11 月 15 日＠立教大学
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ウ
ィ
ー
ン
発
の
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
小
澤
・
諫
早
）

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
積
極
的
に
試
み
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
支
え
る
技
術
を

最
大
限
に
利
用
し
た
研
究
者
で
も
あ
る
。

三
　
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
の
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

　
現
在
、
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
中
心
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
ウ
ィ
ー
ン
の
知
的
風
土
の
中
で
研
究
を
進
め
る
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝

カ
ペ
ラ
ー
博
士
の
研
究
姿
勢
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中
世
研
究
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
そ
の
中
心
に
い
る
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ポ
ー
ル
博
士
と
ク

ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ラ
ッ
プ
博
士
の
役
割
に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

　
一
九
五
三
年
生
ま
れ
の
ポ
ー
ル
博
士
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で

博
士
号
を
取
得
し
た
の
ち
、
伝
統
あ
る
同
大
学
な
ら
び
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中
世
研
究
所
（Institut für 

M
ittelalterforschung

）
に
ポ
ス
ト
を
得
た
。
中
世
研
究
所

は
、
一
八
五
四
年
以
来
の
伝
統
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
大
学
付
属
オ
ー

ス
ト
リ
ア
歴
史
研
究
所
（Institut für Ö

sterreichische 
G

eschichtsforschung

）
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
を

基
盤
と
し
て
お
り
、
初
期
中
世
史
家
で
あ
り
ポ
ー
ル
博
士
の
指
導
教

員
で
も
あ
る
ヘ
ル
ヴ
ィ
ヒ
・
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
が
研
究
所
長
を
つ
と
め

て
い
る
一
九
九
八
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
内
の
一
部
門
と
し
て
設
立
さ
れ

た
（
３
）

。
研
究
の
中
核
は
、
師
の
ヴ
ォ
ル
フ
ラ
ム
と
同
様
に
ゲ
ル
マ
ン
人

民
族
移
動
期
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
生
成
で
あ
り
、
と
り
わ
け

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
、ユ
ー
ラ
シ
ア
の
狭
間
で
活
動
を
行
っ

11 月 17 日＠立教大学
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て
き
た
ア
ヴ
ァ
ー
ル
人
の
研
究
で
名
前
を
知
ら
れ
て
い
る
（
４
）

。
ゲ
ル
マ

ン
人
に
関
す
る
多
数
の
個
別
研
究
や
民
族
移
動
期
に
関
す
る
概
論
を

複
数
刊
行
し
て
い
る
ポ
ー
ル
博
士
は
名
実
と
も
に
当
該
時
代
の
第
一

人
者
で
あ
る
（
５
）

。

　
ド
イ
ツ
語
圏
の
研
究
者
が
ゲ
ル
マ
ン
人
研
究
の
第
一
人
者
た
る

こ
と
は
当
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ポ
ー
ル
博
士
を
そ
の
中
で

も
一
等
抜
き
ん
出
た
存
在
と
し
て
認
知
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
数
々
の
大
型
研
究
資
金
に
よ
る
研
究
グ
ル
ー
プ
の
組
織
に
よ
っ

て
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
こ
の
時
代
の
研
究
水
準
を
一
挙

に
高
め
た
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
財
団
（European Science 

Foundation

）
の
援
助
を
得
た
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ロ
ー
マ
世

界
の
変
容
」（Transform

ation of the Rom
an W

orld; 1993-
98

）
で
あ
っ
た
（
６
）

。
ポ
ー
ル
教
授
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ア
ン
・
ウ
ッ
ド

ら
と
と
も
に
、
共
同
討
議
を
基
に
し
た
複
数
巻
の
英
文
論
集
を
公
に

し
た
。
初
期
中
世
史
を
専
門
と
す
る
も
の
な
ら
ば
、
ロ
ー
マ
帝
国
の

崩
壊
を
ロ
ー
マ
帝
国
の
変
容
と
読
み
替
え
、
初
期
中
世
研
究
に
大
き

な
質
的
変
化
を
も
た
ら
し
た
こ
の
共
同
研
究
の
意
義
は
十
分
に
認
識

で
き
る
だ
ろ
う
（
７
）
。

　
率
直
に
言
っ
て
ド
イ
ツ
語
圏
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ

ン
と
い
っ
た
そ
れ
な
り
に
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
が
お
り
、
な
お
か
つ
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
意
識
の
高
い
国
に
お
い
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
研
究
を
英
語

で
刊
行
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
は
小
さ
い
。
翻
訳
を
待
つ
か
、
せ
い

ぜ
い
英
語
圏
に
招
聘
さ
れ
た
時
に
講
演
と
い
う
か
た
ち
で
自
分
の
研

究
を
公
に
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
し
か
し
ポ
ー
ル
博
士
は
、
本
人

が
代
表
者
も
し
く
は
分
担
者
と
な
る
国
際
共
同
（
学
際
）
研
究
に
名

を
連
ね
、
若
手
研
究
者
を
共
同
研
究
者
に
採
用
し
、
あ
え
て
英
語
に

11 月 22 日＠大阪大学
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ウ
ィ
ー
ン
発
の
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
小
澤
・
諫
早
）

よ
る
成
果
報
告
を
ウ
ィ
ー
ン
の
中
世
史
グ
ル
ー
プ
に
課
し
た
。
そ
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
拡
散
性
を
十
分
に
熟
知
し
た
上

で
、
英
語
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
学
際
雑

誌
『
中
世
諸
世
界
』（M

edieval W
orlds

）
を
刊
行
し
た
（
８
）
。
加
え

て
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
歴
史
学
部
は
、
長
年
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
教
鞭

を
と
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
西
洋
中
世
史
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ビ
ュ
ッ
ク
と

ド
イ
ツ
人
ビ
ザ
ン
ツ
史
家
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ラ
ッ
プ
を
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
迎
え
た
。
質
を
伴
っ
た
英
語
発
信
性
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、

ウ
ィ
ー
ン
は
今
や
随
一
の
中
心
地
と
な
っ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝

カ
ペ
ラ
ー
博
士
が
博
士
号
を
取
得
し
ポ
ス
ト
を
得
た
ウ
ィ
ー
ン
は
、

ド
イ
ツ
語
圏
と
し
て
は
珍
し
く
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
「
英
語
圏
」

で
あ
っ
た
こ
と
を
私
た
ち
は
思
い
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
研
究
を
始
め
た
博

士
は
、
博
士
号
取
得
ま
で
は
特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
前
面

に
押
し
出
す
研
究
者
で
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、「
グ
ロ
ー
バ
ル

な
中
世
」の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・

ホ
ー
ム
ズ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
（
９
）
、『
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
版
世
界
史
』

に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
論
を
寄
せ
た
パ
リ
の
ジ
ャ

ン
＝
ク
ロ
ー
ド
・
シ
ェ
ネ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に（
（1
（

、
帝
国
と
い
う

点
で
前
近
代
の
様
々
な
帝
国
と
比
較
さ
れ
広
域
国
家
と
い
う
点
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
性
と
隣
接
集
団
と
の
関
係
が
常
に
問
わ
れ
る
ビ
ザ
ン

ツ
帝
国
の
研
究
そ
の
も
の
が
、
あ
え
て
そ
う
だ
と
は
言
わ
な
く
て
も

グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
要
素
を
内
包
し
て
い
る
、
と
言
え
ば
そ

う
で
は
あ
る
が
。

　
博
士
の
膨
大
な
研
究
を
整
理
す
る
の
は
難
し
い
が
、
瞥
見
し
た
限

り
で
読
み
取
る
こ
と
の
で
き
た
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
の

親
和
性
を
、
博
士
の
研
究
経
歴
の
時
系
列
に
沿
っ
て
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

（
１
）
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
に
よ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
の
行
政
支
配
に
関
す
る

修
士
論
文
を
し
た
た
め
た
よ
う
に
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
を
含
め

た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
と
外
部
世
界
と
の
関
係
を
重
視（
（1
（

。

（
２
）
博
士
論
文
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
総
力
を
あ
げ
て
新
し
い
校
訂
を
試
み
て
い

る
『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
座
文
書
記
録
簿
』（The 

R
egister of the Patriarchate of C

onstantinople

）
の
情

報
に
基
づ
き
、
計
量
可
能
な
ビ
ザ
ン
ツ
後
期
の
主
教
プ
ロ
ソ
ポ

グ
ラ
フ
ィ
・
デ
ー
タ
を
構
築（
（1
（

。

（
３
）
計
量
的
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
論
を
駆
使
し
、

帝
国
の
都
市
や
港
湾
を
通
過
し
て
帝
国
内
外
へ
と
移
動
す
る
人

間
や
物
資
の
流
れ
を
量
的
か
つ
視
覚
的
に
提
示（
（1
（

。

（
４
）
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
「
気
候
変
動
と
歴
史
研
究
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
」（Clim

ate Change and H
istory R

esearch 
Initiative

）
と
連
携
し
な
が
ら
、
前
近
代
に
お
け
る
気
候
変
動

の
デ
ー
タ
と
地
域
ご
と
の
歴
史
プ
ロ
セ
ス
を
接
合
し
、
帝
国
内
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外
の
歴
史
変
動
を
再
構
築（
（1
（

。

　
博
士
の
主
著
の
一
つ
『
ロ
ー
マ
と
カ
ー
ル
大
帝
の
彼
方
』
は
、
博

士
の
専
門
で
あ
る
中
世
後
期
か
ら
は
大
き
く
離
れ
た
初
期
中
世
を
対

象
に
し
て
は
い
る
も
の
の
、（
１
）
か
ら
（
４
）
の
特
徴
を
全
て
備

え
た
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
中
に
お
け
る
初
期
中
世
世
界
を

描
き
出
し
て
お
り
、
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
具
体
的
成
果

で
あ
る
。

　
現
在
も
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
ポ
ー
ル
博
士
が
代
表
を
つ
と
め
る
共

同
研
究
「
共
同
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
」（Visions of Com

m
unity. 

C
om

parative A
pproaches to E

thnicity, R
egion and 

Em
pire in Christianity, Islam

 and Buddhism
, 400-1600 

CE (VISCO
M

)., 2011-2019

）
な
ら
び
に
ラ
ッ
プ
教
授
に
よ
る

「
移
動
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
」（M

oving Byzantium
: M

obility, 
M

icrostructures, and Personal A
gency in B

yzantium
., 

2015-2021

）
と
い
う（
（1
（

、
英
語
を
共
通
言
語
と
し
た
国
際
中
世
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
走
っ
て
お
り
、
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
有
力
な

共
同
研
究
者
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
イ
ギ
リ
ス

や
ア
メ
リ
カ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
名
を
連
ね
、
積
極
的
に
英

語
で
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
の
関

心
が
、
英
語
圏
で
圧
倒
的
に
強
い
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
理
論
、
環
境
史
な
ど
と
重
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
ビ
ザ
ン
ツ
史
・
中
世
史
の
世
界
的
中
心
地
の
一
つ
ウ
ィ
ー
ン

の
学
的
蓄
積
を
、
英
語
を
通
じ
て
ア
カ
デ
ミ
ア
全
体
に
還
元
す
る
こ

と
で
、
博
士
は
ウ
ィ
ー
ン
そ
の
も
の
を
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
の
研
究
ハ
ブ
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

　
以
上
、
簡
単
な
解
説
を
試
み
た
。
最
後
に
、
第
一
講
演
と
第
二
講

演
に
関
す
る
諫
早
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ラ
イ

ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
の
研
究
の
狙
い
と
、
ウ
ィ
ー
ン
発
の
中
世
グ

ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
ス
タ
イ
ル
を
想
起
し
て
も
ら
い
た
い
。

四
　
東
京
講
演
と
札
幌
講
演
（
諫
早
庸
一
）

（
１
）
東
京
講
演

　
一
一
月
五
日
（
火
）
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
行
わ
れ
た

プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
の
日
本
で
の
最
初
の
講
演
会
は
素
晴

ら
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
で
あ
り
、
私
を

コ
メ
ン
テ
ー
タ
に
指
名
し
て
下
さ
っ
た
小
澤
実
教
授
に
深
く
感
謝
し

た
い
。
以
下
、
当
日
の
講
演
と
コ
メ
ン
ト
及
び
そ
の
後
の
議
論
の
あ

ら
ま
し
を
記
す
。

講
演
内
容

　
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
史
を
専
門
と
す
る
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士

が
、
連
続
講
演
会
「
環
境
史
か
ら
み
た
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト

リ
ー
」
の
初
回
で
扱
っ
た
の
が
一
四
世
紀
で
あ
る
。
西
欧
に
お
い
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て
一
〇
―
一
三
世
紀
の
間
に
続
い
た
「
中
世
温
暖
期
」（M

edieval 
Clim

ate O
ptim

um

）
は
終
わ
り
を
迎
え
、
そ
の
後
に
は
気
候
の

変
動
期
が
訪
れ
る
。
一
四
・
一
五
世
紀
に
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に

あ
っ
た
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
コ
ロ
ニ
ー
が
放
棄
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、

一
三
六
二
年
に
は
「
大
量
溺
死
」（G

rote M
andrenke

）
と
し
て

語
り
継
が
れ
る
大
洪
水
が
ド
イ
ツ
北
部
を
襲
う
。
一
三
一
五
―
一
七

年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
襲
っ
た
飢
饉
は
歴
史
的
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
一
三
四
六
年
に
ク
リ
ミ
ア
で
爆
発
が
始
ま
る
ペ
ス
ト
大
流
行
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
の
人
口
を
激
減
さ
せ
た
。
さ
ら
に
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝

カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
中
欧
に
お
け
る
一
三
三
七
年
の
大
彗
星
の
目
撃
と

翌
三
八
年
の
蝗
害
が
こ
の
地
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
迫
害
を
も
た
ら
し
た

事
実
を
伝
え
、
天
災
と
人
災
の
連
環
も
語
る
。
こ
の
種
の
「
一
四

世
紀
の
危
機
」
は
し
か
し
、「
マ
ル
サ
ス
の
罠
」
的
な
文
脈
で
言
え

ば
、
飽
和
状
態
に
な
っ
た
人
口
を
減
免
さ
せ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
跳

躍
を
準
備
し
た
も
の
と
な
る
。「
一
四
世
紀
の
危
機
」
に
つ
い
て
現

段
階
に
お
い
て
研
究
の
出
発
点
と
な
る
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
『
大
遷
移
』

（G
reat Transition

）
の
議
論
も
そ
の
ラ
イ
ン
に
あ
り（
（1
（

、
そ
れ
は

ポ
メ
ラ
ン
ツ
が
『
大
分
岐
』（G

reat D
ivergence

）
で
語
る
よ
う

な
西
欧
の
跳
躍
へ
と
繋
が
っ
て
い
く（
（1
（

、
こ
れ
が
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ

ラ
ー
博
士
が
「
古
い
シ
ナ
リ
オ
」（O

ld Scenario

）
と
語
る
も
の

で
あ
る
。

　「
こ
こ
か
ら
が
議
論
で
す
。」
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は

11 月 5日＠立教大学
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そ
の
よ
う
に
語
り
、
講
演
の
後
半
部
を
始
め
る
。
例
え
ば
イ
ブ
ン
・

バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
（
一
三
〇
四
―
七
七
年
）
の
『
大
旅
行
記
』
を
紐
解

け
ば
容
易
に
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
世
紀
に
お
い
て
西
欧
は
世
界
の

中
心
で
も
何
で
も
な
か
っ
た
。
彼
は
当
時
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
張
り

巡
ら
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
伝
い
、
世
界
を
旅
し
た
の
だ
。
そ
の

背
景
に
は
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
統
合
が
あ
っ
た
。
そ
も

そ
も
、「
中
世
温
暖
期
」
か
ら
「
小
氷
期
」（Little Ice Age

）
へ
、

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
も
っ
て
一
四
世
紀
を
語
れ
る
の
は
西
欧
だ
け
だ

と
も
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
言
う
。
こ
う
し
て
、
彼
の
専

門
で
あ
る
東
地
中
海
世
界
へ
と
話
が
展
開
し
て
い
く
。
一
三
―
一
四

世
紀
に
お
い
て
こ
の
地
域
に
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
有
し
て
い
た
の
は
ビ
ザ

ン
ツ
帝
国
で
あ
っ
た
。
し
か
し
帝
国
は
す
で
に
衰
退
の
フ
ェ
ー
ズ
に

あ
り
、
一
二
六
一
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
奪
還
以
降
も
す

で
に
「
帝
国
」
と
は
言
え
な
い
規
模
の
政
体
と
な
っ
て
い
た
。
プ
ラ

イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
こ
の
時
期
の
帝
国
領
内
の
気
候
デ
ー
タ

を
丹
念
に
検
討
す
る
。
例
え
ば
一
三
世
紀
に
お
い
て
帝
国
北
部
に
あ

た
る
黒
海
岸
は
極
め
て
乾
燥
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
南
部
に

あ
た
る
エ
ー
ゲ
海
岸
に
至
っ
て
は
す
で
に
一
一
世
紀
に
は
乾
燥
局
面

に
あ
っ
た
。「
中
世
温
暖
期
」
は
東
地
中
海
に
は
西
ほ
ど
に
恩
恵
を

も
た
ら
さ
な
か
っ
た
の
だ
。
た
だ
し
、
中
央
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
気

候
は
か
な
り
温
暖
で
あ
り
、
当
時
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
ビ
ザ
ン
ツ
領

内
に
お
い
て
す
ら
気
候
の
地
域
差
は
か
な
り
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
ビ
ザ
ン
ツ
領
内
は
疫
病
の
流
行
に
襲
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
ペ
ス
ト
の
「
爆
発
」
の
前
に
も
、

一
二
二
〇
／
二
一
年
や
四
〇
年
に
こ
の
地
域
で
は
大
幅
な
人
口
減
が

見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
人
災
と
天
災
の「
相
互
作
用
」（interplay

）

で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
当
時
の
ビ
ザ
ン
ツ
は
党
派
争
い
の
只
中
に
あ

り
、
こ
う
し
た
天
災
に
中
央
政
権
が
ま
と
も
に
取
り
組
め
る
よ
う
な

状
況
に
は
な
か
っ
た
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
西
欧
と
東
地
中
海
と
の
間
に
「
小
分
岐
」

（Little D
ivergence

）
を
生
ん
だ
と
い
う
の
が
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ

ペ
ラ
ー
博
士
の
主
張
で
あ
る
。「
大
分
岐
」
の
前
に
、
西
部
ユ
ー
ラ

シ
ア
に
お
い
て
も
小
規
模
の
「
分
岐
」
が
存
在
し
、
西
欧
の
跳
躍
を

準
備
し
て
い
た
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
に
よ
る
東
地
中
海

に
つ
い
て
の
議
論
は
ひ
と
え
に
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
留
ま
ら
ず
、
十
字

軍
と
マ
ム
ル
ー
ク
朝
が
交
錯
し
た
シ
リ
ア
を
も
そ
の
射
程
に
捉
え

る
。
ナ
イ
ル
川
の
水
位
は
低
下
の
後
に
大
幅
な
上
昇
に
転
じ
、
こ
の

時
期
の
気
候
変
動
を
裏
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
議
論
を
東
部

ユ
ー
ラ
シ
ア
に
も
開
い
て
い
く
。
一
四
世
紀
の
地
平
に
お
い
て
中
国

と
日
本
に
も
「
小
分
岐
」
が
起
き
て
い
る
と
。
こ
れ
が
の
ち
の
日
本

の
跳
躍
を
準
備
し
て
い
る
の
だ
と
彼
は
続
け
た
。

　
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
議
論
に
丁
寧
に
沿
い
な
が
ら
、
そ
の
「
古
い
シ
ナ

リ
オ
」
を
地
域
差
に
注
目
し
て
再
考
し
、
よ
り
細
や
か
な
、
し
か
し

決
定
的
な
「
小
分
岐
」
を
見
出
し
て
「
新
し
い
シ
ナ
リ
オ
」
を
描
い
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た
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
。
ま
さ
に
中
世
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境

史
の
先
駆
と
な
る
貴
重
な
講
演
で
あ
っ
た
。

諫
早
コ
メ
ン
ト

　
続
く
コ
メ
ン
ト
で
私
が
問
う
た
の
は
以
下
の
三
点
で
あ
っ
た
。

（
１
）
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
「
大
遷
移
」
は
、「
一
三
世
紀
世
界
シ
ス
テ
ム
」

（13th-Century W
orld System

）
と
「
大
分
岐
」
を
繋
ぐ
議

論
と
な
り
う
る
の
か

（
２
）「
一
四
世
紀
の
危
機
」
研
究
に
「
大
き
な
思
考
」（big 

thinking

）
は
適
用
可
能
な
の
か

（
３
）
文
理
協
働
は
い
か
に
し
て
実
現
し
う
る
の
か

　
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
、
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
と
て
も

誠
実
に
答
え
て
く
れ
た
。（
１
）
に
関
し
て
は
、
ポ
メ
ラ
ン
ツ
に
限

ら
ず
、「
分
岐
」
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
し
て
は
百
家
争
鳴
の
状
況
で

あ
る
と
彼
は
語
る
。
此
処
で
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
が
語
っ

た
印
象
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
例
え
ば
ポ
メ
ラ
ン
ツ
の
属
す
る
「
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
学
派
」
が
晒
さ
れ
て
い
る
批
判
の
一
つ
に（
（1
（

、
彼
ら
が
拠

る
「
経
済
指
標
」
の
怪
し
さ
が
あ
る
と
。
彼
ら
は
限
ら
れ
た
デ
ー
タ

の
し
か
も
数
値
化
で
き
る
部
分
し
か
議
論
し
て
い
な
い
。
貨
幣
を
介

在
さ
せ
な
い
実
態
経
済
に
相
当
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
あ
っ
た
中
世
期
に

お
い
て
必
然
的
に
彼
ら
の
「
数
字
」
は
信
頼
に
足
る
も
の
と
は
な
り

え
な
い
の
だ
、
と
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
指
摘
し
た
。
こ

う
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
史
」
に
比
べ
れ
ば
遥
か
に
、
環
境
プ
ロ

キ
シ
に
基
づ
く
「
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境
史
」
に
は
信
頼
性
が
あ
る
の
だ

と
も
彼
は
続
け
て
い
る
。（
２
）へ
の
回
答
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

「
古
い
シ
ナ
リ
オ
」
に
顕
在
化
し
て
い
る
よ
う
に
、「
大
き
な
思
考
」

に
基
づ
く
「
大
き
な
構
図
」（big thinking

）
に
は
常
に
危
険
が

伴
う
。
一
方
で
、
集
め
ら
れ
る
だ
け
の
新
し
い
デ
ー
タ
を
考
察
す
る

こ
と
で
既
存
の
構
図
を
刷
新
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
３
）
に
つ
い
て
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の

「
気
候
変
動
と
歴
史
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」（Clim

ate Change 
and H

istory Research Initiative

）
に
言
及
が
あ
っ
た
。
プ
リ

ン
ス
ト
ン
の
高
等
研
究
所
に
籍
を
置
く
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
家
ニ
コ

ラ
・
デ
ィ
・
コ
ス
モ
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一

人
で
あ
り（
（1
（

、
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
自
身
も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
員
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
刊
行
が
待
た

れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

総
合
討
論
・
論
点

　
そ
の
後
に
議
論
が
フ
ロ
ア
に
開
か
れ
た
。
最
初
の
議
論
は
、
そ
も

そ
も
「
一
三
世
紀
世
界
シ
ス
テ
ム
」
と
「
大
分
岐
」
の
議
論
を
同
じ

土
俵
で
議
論
で
き
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
世
界
シ
ス
テ

ム
と
は
循
環
（circulation

）
と
交
換
（exchange

）
に
象
徴
さ

れ
る
「
一
つ
の
世
界
」
体
系
で
あ
り
、
そ
の
変
化
は
「
中
心
の
シ
フ
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ト
」
で
表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
と
「
二
つ
の
世
界
」
の
「
分
岐
」
と
は

そ
も
そ
も
位
相
の
異
な
る
議
論
な
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
で
あ
っ

た
。
次
に
議
論
に
上
っ
た
の
は
火
山
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ

ペ
ラ
ー
博
士
は
冒
頭
で
「
一
二
五
七
年
」
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
ロ
ン
ボ
ク
島
に
あ
る
サ
マ
ラ
ス
山
の
巨
大
噴
火
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
規

模
で
の
影
響
に
言
及
し
た
が
、
火
山
デ
ー
タ
に
は
現
在
も
「
揺
れ
」

が
か
な
り
あ
り
、
数
十
年
規
模
で
発
生
年
が
ず
れ
る
こ
と
も
あ
る
と

の
指
摘
が
為
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
文
献
デ
ー
タ

も
特
に
一
四
世
紀
に
お
い
て
継
続
的
に
は
望
め
な
い
な
か
で
、
そ
の

影
響
を
ど
の
よ
う
に
措
定
し
う
る
の
か
と
の
質
問
で
あ
っ
た
。
加
え

て
文
化
的
な
側
面
か
ら
の
質
問
も
出
た
。
一
四
世
紀
は
イ
タ
リ
ア
に

お
い
て
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
契
機
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
文

化
的
な
復
興
と
環
境
変
動
に
は
相
関
が
あ
る
の
か
と
い
う
質
問
で

あ
っ
た
。
最
後
の
質
問
は
、ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
比
較
、特
に「
戦
い
」

に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
そ
れ

に
関
し
て
ビ
ザ
ン
ツ
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
や
十
字
軍
と
は
異
な
り
、「
聖

戦
」
の
概
念
を
最
後
ま
で
発
展
さ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
興
味
深
い
指

摘
を
し
て
い
る
。

　
最
後
に
も
う
一
つ
重
要
だ
と
思
わ
れ
た
論
点
に
触
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
先
に
私
が
開
催
し
た
「
一
四
世
紀
の
危
機
」
に
つ
い
て

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
（2
（

に
お
い
て
、
そ
の
場
で
は
う
ま
く
答
え
ら
れ

な
か
っ
た
指
摘
と
し
て
以
下
の
も
の
が
あ
っ
た
。「
一
四
世
紀
の
危

機
」
の
な
か
で
多
く
の
政
体
が
倒
れ
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
は
転
換
期
を
迎

え
る
。
そ
の
時
代
は
一
方
で
、
例
え
ば
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
（
一
三
七
〇

―
一
五
〇
七
年
）
で
あ
る
と
か
、
明
朝
（
一
三
六
八
―
一
六
四
四

年
）
の
よ
う
な
「
元
気
な
勢
力
」
が
出
て
く
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
あ

る
。
こ
う
し
た
、「
危
機
」
の
な
か
の
「
元
気
な
勢
力
」
を
ど
う
考

え
れ
ば
良
い
の
か
、
と
い
う
指
摘
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ

ラ
ー
博
士
は
こ
の
指
摘
に
対
し
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
事
例
に
興
味
深

い
返
答
を
し
て
く
れ
た
。
先
行
研
究
の
な
か
に
は
、
オ
ス
マ
ン
帝
国

は
ペ
ス
ト
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
も
あ
る

が
、
実
際
に
は
か
な
り
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

も
一
四
〇
二
年
の
ア
ン
カ
ラ
の
戦
い
で
テ
ィ
ム
ー
ル
に
決
定
的
な
敗

北
を
喫
し
て
帝
国
は
危
険
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
状

況
を
乗
り
越
え
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
地
中
海
帝
国
へ
と
押
し
上
げ
た

要
因
と
し
て
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
「
大
規
模
な
糾
合
」

（large-scale integration

）
を
挙
げ
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
ム
ス

リ
ム
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
非
ム
ス
リ
ム
も
広
く
そ
の
政
体
に
取
り

込
ん
で
持
続
可
能
な
支
配
体
制
を
築
い
た
の
だ
と
の
議
論
で
あ
っ

た
。

（
２
）
札
幌
講
演
　

　
博
士
の
第
二
講
演
「
よ
り
広
い
世
界
の
な
か
の
新
た
な
ロ
ー
マ
―

―
一
四
世
紀
ビ
ザ
ン
ツ
と
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
の
間
の
相
互
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連
環
と
遠
隔
相
関
―
―
」
も
成
功
裏
に
幕
を
閉
じ
た
。
第
一
講
演
と

同
じ
く
一
四
世
紀
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
も
、
環
境
史
が
中
心
だ
っ

た
前
回
と
は
異
な
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
考
察
が
主
題
と
な
っ
た（
（2
（

。

講
演
内
容

　
一
三
―
一
四
世
紀
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
の
拡
大
は
、ア
フ
ロ
・
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
秩
序
を
再
編
す
る
こ
と
に
な
る
。
あ
ら
た
な
、
そ
し
て
強

大
な
隣
人
と
相
対
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
（
三
三
〇
―

一
四
五
三
年
）
は
、
領
土
の
縮
小
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
こ
の
再
編

の
中
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
く
。
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
の
分
裂
以
降
は
、
奴
隷
交
易
で
関
係
を
深
め
た
金
帳
ハ
ン

国
（
一
二
四
二
―
一
五
〇
二
年
）
と
マ
ム
ル
ー
ク
朝
（
一
二
五
〇
―

一
五
一
七
年
）
と
に
対
し
て
は
両
者
の
交
易
の
中
継
地
点
に
あ
た
る

黒
海
交
易
を
保
全
し
て
関
係
を
良
好
に
保
っ
た
。
一
方
で
、
こ
の
両

国
と
敵
対
し
た
イ
ル
・
ハ
ン
朝
（
一
二
五
六
―
一
三
五
七
年
）
に

対
し
て
も
ビ
ザ
ン
ツ
は
積
極
的
な
外
交
政
策
を
取
っ
た
。（
非
嫡
出

の
）
皇
女
マ
リ
ア
を
第
二
代
イ
ル
・
ハ
ン
で
あ
る
ア
バ
ガ
（
治
世

一
二
六
五
―
八
二
年
）
に
嫁
が
せ
た
の
も
そ
の
よ
う
な
政
策
の
一
環

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
が
戴
く
ギ
リ

シ
ア
正
教
会
は
「
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
お
よ
び
全
東
方
の
総
主
教
庁
」

で
あ
る
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
総
主
教
庁
―
―
当
時
は
そ
の
高
位
者
の
多

く
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
「
亡
命
中
」
―
―
を
中
心
に
東

11 月 11 日＠北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター
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方
進
出
を
図
る
。
彼
ら
は
す
で
に
八
世
紀
以
降
カ
ト
リ
コ
ス
を
遠
く

サ
マ
ル
カ
ン
ド
ま
で
派
遣
し
て
い
た
。

　
一
方
で
ロ
ー
マ
教
会
も
ま
た
東
方
進
出
を
図
っ
て
い
た
。
そ
の
先

兵
と
な
っ
て
い
た
の
が
ド
ミ
ニ
コ
会
や
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
よ
う
な

托
鉢
修
道
会
で
あ
る
。
彼
ら
は
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
以
上
に
異
教
徒
の

地
に
お
け
る
自
ら
の
活
動
を
正
当
化
し
て
い
た
。
後
代
イ
ル
・
ハ
ン

朝
の
首
都
と
な
っ
た
ス
ル
タ
ー
ニ
ー
ヤ
に
大
司
教
座
を
置
い
た
ロ
ー

マ
教
会
は
、
遥
か
サ
マ
ル
カ
ン
ド
や
イ
ン
ド
亜
大
陸
南
端
ま
で
の
進

出
を
企
図
し
た
が
、
一
三
三
六
年
以
降
の
イ
ル
・
ハ
ン
朝
の
分
裂
に

起
因
す
る
政
治
混
乱
が
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
ロ
ー
マ

教
会
の
教
区
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
結
果
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
の
そ

れ
を
凌
ぎ
、
東
方
に
お
い
て
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と
と

な
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
修
道
士
で
あ
っ
た
プ
ラ
ノ
・
カ
ル
ピ
ニ

（
一
一
八
二
―
一
二
五
二
年
）
は
教
皇
の
命
を
受
け
、
教
区
を
拡
大

す
べ
く
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
首
都
カ
ラ
コ
ル
ム
ま
で
赴
い
て
い
る
。

　
一
方
、
北
方
の
ス
ラ
ブ
世
界
へ
と
目
を
転
じ
る
と
、
そ
の
地
を
支

配
し
て
い
た
金
帳
ハ
ン
国
領
域
に
も
ギ
リ
シ
ア
正
教
会
の
伸
長
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ビ
ザ
ン
ツ
は
帝
国
の
領
域
を
北
方
か
ら
荒
ら
し

て
い
た
ブ
ル
ガ
ー
ル
や
セ
ル
ビ
ア
勢
力
を
抑
え
る
た
め
、
こ
ち
ら
の

勢
力
と
結
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
。
特
に
ク
リ
ミ
ア
に
お
い
て
金
帳

ハ
ン
国
か
ら
半
ば
独
立
し
た
勢
力
を
築
い
た
ノ
ガ
イ
（
一
二
九
九

年
没
）
と
は
姻
戚
関
係
を
結
び
関
係
を
強
固
な
も
の
と
し
て
い
っ

た
。
彼
が
金
帳
の
ハ
ン
に
敗
れ
る
と
多
く
の
亡
命
者
が
ビ
ザ
ン
ツ
へ

と
流
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
コ
ー
カ
サ
ス
地
域
に
お
い
て
注

目
に
値
す
る
の
が
ア
ラ
ン
人
で
あ
る
。
一
〇
世
紀
に
は
キ
リ
ス
ト
教

化
し
て
い
た
彼
ら
は
、
ウ
ル
ゲ
ン
チ
方
面
に
も
広
が
っ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
、
さ
ら
に
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
は
遠
く
カ
ラ
コ
ル
ム
ま
で

至
っ
て
い
た
こ
と
を
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
ギ
ヨ
ー
ム
・
ル
ブ
ル
ッ

ク
（
一
二
二
〇
頃
―
一
二
九
三
年
頃
）
は
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
元

朝
（
一
二
七
一
―
一
三
六
八
年
）
の
史
料
は
「
ア
ス
（
阿
速
）」
の

名
で
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
、
さ
ら
に
は
皇
帝
の
親
衛
隊
と

し
て
三
万
人
規
模
の
衛
兵
団
を
組
織
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
の
で

あ
る
。

　
そ
の
後
、
一
四
世
紀
の
中
葉
に
な
る
と
ペ
ス
ト
の
大
流
行
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
直
撃
す
る
。
す
で
に
内
憂
外
患
に
苛
ま
れ
て
い
た
ビ
ザ
ン

ツ
帝
国
は
此
処
に
さ
ら
な
る
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
局
面
に
お
い
て
も
少
な
く
と
も
精
神
的
な
面
に
お

い
て
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
庁
は
依
然
と
し
て
エ
キ
ュ

メ
ニ
カ
ル
な
存
在
と
し
て
自
ら
を
主
張
し
続
け
て
い
く
。
退
位
後

に
僧
侶
と
な
っ
た
皇
帝
ヨ
ハ
ネ
ス
六
世
カ
ン
タ
ク
ゼ
ノ
ス
（
治
世

一
三
四
七
―
五
四
年
）
は
、
一
三
六
七
年
に
は
教
皇
に
教
会
の
大
統

合
を
呼
び
掛
け
て
も
い
る
。
今
は
ウ
ィ
ー
ン
の
国
立
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
二
写
本
（
い
わ
ゆ
る
『
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総

主
教
座
文
書
記
録
簿
』）
は
こ
の
時
代
（
一
三
一
五
―
一
四
〇
二
年
）
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の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
総
主
教
庁
が
発
給
し
た
、
一
三
一
五

年
か
ら
一
四
〇
二
年
に
至
る
ま
で
の
実
に
八
〇
〇
以
上
に
及
ぶ
文
書

を
収
録
し
て
お
り
、
こ
の
講
演
の
主
題
に
関
わ
る
極
め
て
貴
重
な
史

料
群
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
ア
ラ
ニ
ア
の
シ
メ
オ
ン
（
一
四
世
紀
中
葉
活
躍
）
や
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
か
ら
東
方
を
遍
歴
し
ロ
ー
マ
に
至
っ
た

パ
ウ
ロ
ス
・「
パ
レ
オ
ロ
ゴ
ス
」・
タ
ガ
リ
ス
の
旅
路
（
一
三
六
三
―

九
四
年
）
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ
デ
ル
で
ト
レ
ー
ス
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
時
代
以
降
に
は
宗
派
を
問
わ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
縮
小
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
五
世
紀
初
頭
に
は

テ
ィ
ム
ー
ル
の
使
節
と
し
て
西
洋
に
赴
い
た
ス
ル
タ
ー
ニ
ー
ヤ
大
司

教
の
ヨ
ハ
ネ
ス
の
存
在
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が
東

方
か
ら
引
い
て
い
く
最
後
の
局
面
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
波

が
引
い
た
後
に
や
っ
て
き
た
の
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
（
一
二
九
九
―

一
九
二
二
年
）
で
あ
る
。
一
四
五
三
年
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ

ル
包
囲
に
お
い
て
、
一
四
〇
二
年
の
「
テ
ィ
ム
ー
ル
の
奇
跡
」
は
つ

い
に
再
来
せ
ず
、
こ
の
地
は
陥
落
す
る
。
以
後
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
ス

ル
タ
ン
が
、
東
方
の
ハ
ン
と
西
方
の
皇
帝
と
の
双
方
を
表
象
す
る
新

た
な
時
代
が
訪
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

質
疑
応
答

　
多
く
の
学
生
た
ち
の
出
席
に
も
恵
ま
れ
、
質
疑
も
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
ま
ず
は
小
澤
教
授
が
、
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
な
か
で
異

な
る
宗
派
間
―
―
例
え
ば
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ギ
リ
シ
ア
正
教

―
―
や
東
方
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
言
語
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
質
問
で
討
論
の
口
火
を
切
っ
た
。
そ
の

点
に
関
し
て
は
、
や
は
り
困
難
が
常
に
伴
っ
た
と
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ

ペ
ラ
ー
博
士
は
返
答
す
る
。例
え
ば
タ
ブ
リ
ー
ズ
で
シ
ャ
ム
ス
・
ア
ッ

デ
ィ
ー
ン
に
天
文
学
を
学
ん
だ
グ
リ
ゴ
リ
オ
ス
・
キ
オ
ニ
ア
デ
ス
な

ど
は
明
ら
か
に
東
方
言
語
を
知
悉
し
て
お
り
、
理
想
の
人
材
と
言
え

た
が
、
必
ず
し
も
そ
う
い
う
ケ
ー
ス
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
。
時

に
は
全
く
そ
の
地
の
言
語
に
通
じ
て
い
な
い
人
物
が
派
遣
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
次
に
私
が
質
問
し
た
の
は
、「
東
方
」
に
お
い
て
は
最
終
的
に
は

ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
方
が
、
ギ
リ
シ
ア
正
教
よ
り
も
長
く
そ
の

地
盤
を
保
つ
こ
と
に
成
功
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
要
因
は
何
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
答
え
と
し
て
―
―
す
で
に
講
演
内
容
の
と
こ

ろ
で
書
い
た
が
―
―
や
は
り
托
鉢
修
道
会
の
存
在
は
大
き
か
っ
た
で

あ
ろ
う
、
と
い
う
返
事
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
「
宣
教
」
は
異
教
の
地

で
の
活
動
を
よ
り
正
当
化
し
て
い
た
の
だ
。

　
そ
の
後
に
は
長
縄
教
授
の
質
問
が
続
い
た
。
一
四
世
紀
は「
危
機
」

の
時
代
と
言
わ
れ
る
が
、
一
方
で
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
象
徴
さ
れ
る
新

興
勢
力
の
伸
長
期
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
相
関
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
と
い
う
質
問
で
あ
っ
た
―
―
こ
の
点
は
先
の
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
宇
山
教
授
が
指
摘
し
て
お
り
、
や
は
り
非
常

に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
の
認
識
を
強
く
し
た
。
プ
ラ
イ
ザ
ー

＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
の
今
回
の
答
え
は
、例
え
ば
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー

ン
の
「
ア
サ
ビ
ー
ヤ
論
」
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
を
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
例
え
ば
こ
の
時
代

に
は
依
然
と
し
て
異
教
徒
で
あ
っ
た
リ
ト
ア
ニ
ア
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と

正
教
会
と
の
間
で
立
ち
回
り
、
こ
の
時
期
に
勢
力
を
伸
長
さ
せ
る
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
も
そ
う
だ
が
、
こ
の
時
期
に
教
義
や
理
念
に
縛
ら
れ

て
い
た
旧
勢
力
に
対
し
て
よ
り
現
実
的
な
路
線
を
進
ん
だ
勢
力
が
拡

大
し
た
と
い
う
傾
向
は
見
ら
れ
る
の
だ
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
次
に
は
再
び
私
が
発
言
し
、
こ
の
講
演
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
あ
っ

た
「
遠
隔
相
関
」（teleconnections

）
の
意
味
を
問
う
た
。
こ
の

用
語
は
、
ま
ず
は
環
境
史
の
用
語
で
「
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
・
南
方
振

動
」
の
よ
う
な
遠
隔
地
同
士
の
相
関
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
プ
ラ

イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
の
示
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
そ
う
し
た

「
遠
隔
相
関
」
は
見
ら
れ
る
の
か
と
質
問
し
た
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ

ペ
ラ
ー
博
士
は
、「
遠
隔
相
関
」
は
確
か
に
見
ら
れ
る
と
。
例
え
ば

情
報
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
遠
く

元
朝
中
国
に
つ
い
て
の
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
の
政
策
な
ど
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
次
に
は
再
び
小
澤
教
授
が
、
ア
ラ
ン
人
の
と
こ
ろ
で
彼
ら
を
「
ソ

グ
ド
」
と
呼
ぶ
西
方
史
料
が
引
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
ど
う
理
解

す
れ
ば
よ
い
の
か
と
質
問
し
た
。
ソ
グ
ド
は
一
一
世
紀
に
は
中
央
ア

ジ
ア
に
お
い
て
ほ
ぼ
姿
を
消
し
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー

博
士
は
そ
の
通
り
で
あ
る
と
答
え
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
料
に
お
い
て

は
時
と
し
て
こ
の
種
の
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
記
述
が
見
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
例
え
ば
そ
の
地
に
長
き
に
亘
っ
て
活
動
し
て
い
た
ア

ル
メ
ニ
ア
教
徒
な
ど
の
記
述
を
一
四
世
紀
の
時
空
に
当
て
は
め
る
よ

う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
。
さ
ら
に
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
史
料
に
は
モ
ン
ゴ

ル
を
「
ト
ハ
ラ
人
」
と
表
現
す
る
よ
う
な
興
味
深
い
事
例
も
見
ら
れ

る
と
の
補
足
も
あ
っ
た
。

　
次
は
テ
ィ
ム
ー
ル
朝
史
を
専
門
と
す
る
学
生
の
方
が
質
問
を
し
て

く
れ
た
。
今
回
の
話
は
キ
リ
ス
ト
教
会
に
よ
る
西
方
か
ら
東
方
へ
の

進
出
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
東
方
か
ら
西
方
は
ど
う
か
と

の
質
問
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
テ
ィ
ム
ー
ル
の
征
服
の
話
は
す
ぐ
に
西

方
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
そ
の
通
り

で
あ
る
と
答
え
て
く
れ
た
。
東
方
か
ら
西
方
へ
の
事
例
は
沢
山
あ
る

と
彼
は
続
け
る
。
そ
の
な
か
で
興
味
深
い
の
は
「
公
的
」
チ
ャ
ン
ネ

ル
以
外
に
も
「
私
的
」
な
も
の
も
か
な
り
あ
り
、
時
に
は
相
当
胡
散

臭
い
も
の
も
あ
る
の
だ
と
彼
は
答
え
た
。
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の

が
一
四
三
九
年
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
突
如
と
し
て
現
れ
た
「
エ
チ
オ
ピ

ア
王
」
か
ら
の
使
節
団
で
あ
る
。
彼
ら
は
教
皇
か
ら
巧
み
に
多
額
の

金
銭
を
引
き
出
す
が
、
最
終
的
に
は
偽
物
と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
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に
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
は
も
う
一
度
私
が
、
改
宗
譚
の
扱
い
に
つ
い
て
質
問
を

行
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
三
ハ
ン
国
は
い
ず
れ
も
イ
ス
ラ
ー
ム
教

へ
と
君
主
が
改
宗
し
て
い
く
わ
け
だ
が
、
ム
ス
リ
ム
系
の
史
料
は
い

ず
れ
も
そ
の
意
義
を
高
く
見
積
も
り
す
ぎ
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
辺

り
に
関
し
て
、
東
方
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の
動
向
か
ら
何
か
考
え
ら
れ

な
い
か
と
の
質
問
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
の
答

え
は
、ビ
ザ
ン
ツ
は
モ
ン
ゴ
ル
に
限
ら
ず
、長
き
に
亘
っ
て
イ
ス
ラ
ー

ム
教
勢
力
と
領
域
を
接
し
て
き
た
の
で
そ
の
対
応
に
は
歴
史
が
あ
る

し
慣
れ
て
も
い
る
と
。し
か
し
、モ
ン
ゴ
ル
に
関
し
て
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
の
途
上
で
の
改
宗
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
い
ず
れ
の
教

会
も
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
最
後
の
質
問
も
ロ
シ
ア
史
を
専
門
と
す
る
学
生
の
方
か
ら
で
あ
っ

た
。
最
終
的
に
は
収
縮
し
て
い
く
に
せ
よ
、
一
四
世
紀
に
お
い
て
一

度
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
張
し
た
キ
リ
ス
ト
教
勢

力
は
そ
の
経
験
を
、
数
世
紀
を
経
て
の
世
界
進
出
の
際
に
活
か
し
た

の
か
と
い
う
質
問
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ
ペ
ラ
ー
博
士
は
―

―
「
グ
ッ
ド
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
！
」
と
言
っ
た
後
で
―
―
ま
ず
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
に
関
し
て
、
そ
れ
は
確
実
に
あ
っ
た
と
答
え
た
。

極
東
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
は
当
初
、
こ
の
時
期
の
史
料
の
記
述
か

ら
そ
の
地
域
の
情
報
を
探
し
て
い
た
。
さ
ら
に
南
中
国
に
お
い
て
当

時
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
墓
石
を
探
し
て
も
い
る
。
こ
の
時
代
の
経
験

は
、
そ
の
後
の
教
会
の
思
考
体
系
や
心
象
地
理
を
確
か
に
規
定
し
て

い
る
。
一
方
で
ギ
リ
シ
ア
正
教
に
は
あ
ま
り
そ
う
し
た
経
験
を
生
か

し
た
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
と
も
彼
は
続
け
た
。
も
ち
ろ
ん
正
教
も
後

代
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
と
と
も
に
東
方
へ
と
進
ん
で
い
く
わ
け
で
は
あ

る
が
、
そ
の
時
の
論
理
は
当
時
と
は
違
う
も
の
で
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
長
縄
教
授
か
ら
補
足
が
あ
り
、
実

は
生
か
し
た
例
も
あ
る
の
だ
と
加
え
た
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
コ
ー

カ
サ
ス
、
オ
セ
チ
ア
で
あ
り
、
一
九
世
紀
の
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、

一
四
世
紀
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
札
幌
で
の
第
二
講
演
も
非
常
に
刺
激
的
な
も
の
で
あ
り
、
活
発
な

議
論
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
、
プ
ラ
イ
ザ
ー
＝
カ

ペ
ラ
ー
博
士
と
講
演
会
に
参
加
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。
最
後
に
、
議
論
は
も
と
よ
り
、
そ
も
そ
も
博
士
御
自
身
を

北
の
大
地
ま
で
引
っ
張
っ
て
き
て
い
た
だ
い
た
小
澤
教
授
に
今
一
度

深
い
感
謝
を
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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註（１
）『
ロ
ー
マ
と
カ
ー
ル
大
帝
の
彼
方
』
は
す
で
に
第
四
刷
を
数
え
て
い

る
。
日
本
語
で
も
す
で
に
佐
藤
彰
一
に
よ
る
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
西
洋
中
世
研
究
』
一
一
、二
〇
一
九
年
、
一
八
六ｰ

一
八
七
頁
。
本
書

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
歴
史
的
事
実
は「
西
ア
ジ
ア
史
、
イ
ン
ド
史
、
中

国
史
の
専
門
家
か
ら
見
れ
ば
取
り
立
て
て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い

で
あ
ろ
う
」
と
し
た
上
で
、「
著
者
の
優
れ
た
点
は
、こ
れ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
世
界
外
の
事
象
を
相
互
に
関
連
づ
け
、
そ
の
意
味
を
読
み
解
く
の

に
必
要
な
斬
新
な
着
想
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
広
範
な
知
識

の
渉
猟
で
あ
る
」
と
評
価
し
て
い
る
。

（
2
）
日
本
で
の
講
演
デ
ー
タ
も
全
て
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
。

https://oeaw
.academ

ia.edu/JohannesPreiserK
apeller

（
3
）E

rn
st Z

eh
etbau

er, G
esch

ich
tsforsch

u
n

g u
n

d 
A

rchivw
issenschaft. D

as Institut für Ö
sterreichische 

G
esch

ich
tsforsch

u
n

g u
n

d
 d

ie w
issen

sch
aftlich

e 
Ausbildung der Archivare in Ö

sterreich , H
am

burg, 2014.

（
4
）
近
年
英
訳
が
刊
行
さ
れ
た
。
著
者
に
よ
れ
ば
こ
の
英
訳
が（
さ
し
あ

た
り
の
）
決
定
版
と
の
こ
と
で
あ
る
。W

alter Pohl, The Avars. 
A

 Stepp E
m

pire in C
entral E

urope, 567-822 , Ithaca, 
C

ornell U
niversity Press, 2018.

（
5
）W

alter Pohl, D
ie G

erm
anen

（E
nzyklopädie deutscher 

G
eschichte 57), 2. A

ufl., M
ünchen, O

ldenbourg, 2004; 
W

alter Pohl, D
ie V

ölkerw
anderung : E

roberung und 
Integration , Stuttgart, K

ohlham
m

er, 2002

（2020

に
改
定
版

が
予
定
）.

（
6
）Ian W

ood, T
he M

odern O
rigins of the E

arly M
iddle 

Ages , O
xford, O

xford U
P, 2013, pp. 313-315.

（
7
）
当
該
時
代
に
関
し
て
、
当
初
、
古
代
の
継
続
で
あ
る
こ
と
を
強
調

す
る「
古
代
末
期
」（late antiquity

）
と
い
う
言
い
方
で
指
示
し
て

い
た
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
中
世
に
向
け
て
の
移
行
期
で
あ
る
こ
と

に
重
点
を
置
く「
ポ
ス
ト
・
ロ
ー
マ
」（Post-Rom

e

）
と
い
う
言
い
方

が
増
加
し
た
。

（
8
）
サ
イ
ト
は（https://m

edieval.vlg.oeaw
.ac.at/index.php/

m
edievalw

orlds

）。

（
9
）
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ホ
ー
ム
ズ（
村
田
光
司（
訳
）、
小
澤
実（
解
題
））「
変

容
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
？
　
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
時
代
に
お
け

る
ビ
ザ
ン
ツ
研
究
の
新
潮
流（
六
〇
〇

-

一
五
〇
〇
年
）」『
思
想
』

一
一
一
八
、二
〇
一
七
年
、
八
七ｰ

一
〇
七
頁
。

（
10
）Jean-C

laude C
heynet, “B

yzantium
”, B

enjam
in K

edar 
and M

erry E
. W

iesner-H
anks (eds.), T

he C
am

bridge 
W

orld H
istory, Vol.5: E

xpanding W
ebs fo E

xchange and 
C

onflict, 500C
E

-1500C
E

, C
am

brdige, C
am

bridge U
P, 

2015, pp. 559-585.

（
11
）Johannes Preiser-K

apeller, D
ie Verw

altungsgeschichte 
d

es byzan
tin

isch
en

 A
rm

en
ien

 von
 5. bis zu

m
 7. 

Jahrhundert (E
ntstehung des T

hem
as A

rm
eniakon) , 

M
agisterthesis, W

ien, 2001.

（
12
）
博
士
論
文
は
前
述
し
た
が
、
こ
の
重
要
資
料
を
用
い
た
研
究
は
、

そ
の
後
繰
り
返
し
試
み
ら
れ
て
い
る
。C

hristian G
astgaber, 

E
katerini M

itsiou, Johannes P
reiser-K

apeller, 
and V

ratislav Zervan (eds.), T
he P

atriarchate of 
C

onstantinople in C
ontext and C

om
parison. Proceedings 

of the International C
onference V

ienna, Septem
ber 12th 

- 15th 2012. In M
em

oriam
 K

onstantinos Pitsakis (1944 - 
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2012) and Andreas Schm
inck (1947-2015) , W

ien, 2017.
（
13
）Johannes Preiser-K

apeller and Falko D
aim

 (eds.), 
H

arbours and M
aritim

e N
etw

orks as C
om

plex A
daptive 

System
s (R

G
ZM

 Tagungen) , M
ainz, 2014.

（
14
）A

dam
 Izdebski and Johannes Preiser-K

apeller (eds.), A 
C

om
panion to the E

nvironm
ental H

istory of B
yzantium

, 
Leiden, B

rill, in press.

（
15
）
成
果
の
一
つ
と
し
て
、W

alter Pohl, C
lem

ens G
antner, 

R
ichard Payne (eds.), Visions of C

om
m

unity in the Post-
R

om
an W

orld T
he W

est, B
yzantium

 and the Islam
ic 

W
orld, 300–1100 , London, Routledge, 2016.

（
16
）B

ruce C
am

pbell, T
he G

reat T
ransition: C

lim
ate, 

D
isease and S

ociety in the L
ate-M

edieval W
orld , 

C
am

bridge, C
am

bridge U
P, 2016.

（
17
）
Ｋ
・
ポ
メ
ラ
ン
ツ［
川
北
稔（
監
訳
）］『
大
分
岐
―
―
中
国
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、そ
し
て
近
代
世
界
経
済
の
形
成
―
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
五
年
。

（
18
）「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
学
派
」
と
彼
ら
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
の
批
判
的
な
検
討
が
、
岸
本
美
緒「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
論
と「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
学
派
」」『
思
想
』

一
一
二
七
、二
〇
一
八
年
、
八
〇
―
一
〇
〇
頁
。

（
19
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
三
節
で
言
及
さ
れ
て
い
る（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
サ
イ
ト: https://clim

atechangeandhistory.princeton.
edu/

）。

（
20
）
北
海
道
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
会
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「『
一
四
世
紀

の
危
機
』を
問
う
―
―
文
理『
融
合
』で
は
な
く『
協
働
』の
た
め
に
―
―
」

北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
九
年

一
〇
月
五
日
。
以
下
に
、
原
田
央
氏（
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
）
の
手
に
な
る
参
加
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
原
田
央［
諫
早
庸
一

（
序
）］「「
一
四
世
紀
の
危
機
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
考
え
る
文
理

協
働
」『
ス
ラ
ブ･

ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
』一
五
八
号
、

二
〇
一
九
年
、
一
二
―
一
八
頁
。

（
21
）
こ
の
講
演
に
つ
い
て
の
報
告
は
、
開
催
場
所
で
あ
る
北
海
道
大
学

ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
の
英
文
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に

英
語
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（Y

oichi Isahaya, “SR
C

 Lecture, 
“N

ew
 Rom

e in a Larger W
orld,” by D

r. Preiser-K
apeller,” 

Slavic-E
urasian R

esearch C
enter N

ew
s ,26 (2019), pp. 

6-10

）。

	

　（
小
澤
：
本
学
文
学
部
教
授
、
諫
早
：
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・

ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
）
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